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トウェアが必要になる．そこで計測デバイスは Openbci 社の『Pulse Sensor』と Arduino 
LLC 社の『Arduino Uno』を用いて心拍データを A/D 変換し(図 1,2)，PC に保存するプロ
グラムを開発した．ノイズと心拍数を分けてカウントするには，振幅値に着目する必要が










   












については運動負荷を設定可能な Monark 社の『ポータブル・エルゴメーター Rehab 
trainer 881E』を用いて(図 5)，負荷を 60 rpm に設定し 5 分間の足こぎ動作を行った．心
拍センサーは運動の妨げにならず安定して計測を行えるように親指の第一関節と第二関節
















図 6. 心拍センサーの位置 
 
3. 結果と考察 
60 rpm 程度の足漕ぎ運動を 5 分間行い，運動前後に心拍とアミラーゼ活性値がどの程
度変化するのか測定した．運動直前 1 分間の心拍数は 81，運動直後 1 分間の心拍数は 94
 
図 3. 心拍と閾値の関係 
であり，運動直後の唾液アミラーゼ活性値は 19(KIU/L)であった(表 1)．運動直前の唾液ア
ミラーゼ活性値のデータは計測できていないため，運動負荷当日の唾液アミラーゼ活性値






かし，図 7(左)の 16:19 の唾液アミラーゼ活性値は 5(KIU/L)であり，図 7(右)の 16:19 の唾
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表 1. 運動前後の心拍数，唾液アミラーゼ活性値 
 
心拍数 唾液アミラーゼ活性値 運動負荷
運動前 81 - 60
運動後 94 19 60
 
図 7. 運動負荷の有無と唾液アミラーゼ活性値の変遷 
